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は
じ
め
に

　

『
荘
子
』
は
、
前
三
〇
〇
年
を
中
心
と
す
る
戦
国
後
期
に
活
躍
し
た
荘
周
と

そ
の
後
学
の
言
説
を
戦
国
末
期
ご
ろ
に
ま
と
め
た
書
物
で
あ
る
。
『
淮
南
子
』

に
は
百
一
条
も
引
用
さ
れ
、
『
老
子
』
と
共
に
「
老
荘
思
想
」
と
並
称
さ
れ
る

に
至
る
が
、
司
馬
遷
の
こ
ろ
に
も
、
ま
だ
雑
然
と
し
た
「
十
余
万
言
」
の
書
物

で
あ
っ
た
。
前
漢
末
の
劉
向
が
五
十
二
篇
に
整
え
た
の
ち
、
晉
代
に
崔
譔
（
注
）

十
巻
二
十
七
篇
、
向
秀
（
注
）
二
十
巻
二
十
六
篇
、
司
馬
彪
（
注
）
二
十
一

巻
五
十
二
篇
な
ど
の
注
が
付
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
た
東
晉
の
郭
象
（
注
）

三
十
三
巻
三
十
三
篇
が
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る

（
１
）

。
『
荘
子
』
に
は
、
全
部
で

四
十
九
例
の
孔
子
物
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
老
聃
は
も
と
よ
り
、
荘
周
本
人
の

三
十
一
例
よ
り
も
遥
か
に
多
い
孔
子
物
語
を
『
荘
子
』
が
掲
げ
る
理
由
は
ど
こ

に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

方
勇
は
、
『
荘
子
』
の
孔
子
へ
の
態
度
を
「
詆
訿
」
・
「
助
孔
」
・
「
尊
孔
」
の

三
つ
に
分
け
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』
・
蘇
軾
の
『
荘
子
祠
堂
記
』
・
清
の
劉
鴻
典

の
『
荘
子
約
解
』
を
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的
な
議
論
と
し
て
掲
げ
、
後
二
者
を
排

し
て
「
詆
訿
」
説
を
是
と
す
る

（
２
）

。
こ
れ
を
受
け
て
、
中
国
で
は
そ
の
よ
う
に
孔

子
を
批
判
し

（
３
）

、
ま
た
賛
美
す
る

（
４
）

『
荘
子
』
の
多
面
的
な
孔
子
像
に
つ
い
て
、『
荘

子
』
の
成
立
過
程
の
複
雑
さ
を
示
す

（
５
）

、
あ
る
い
は
矛
盾
性
を
表
現
す
る

（
６
）

と
考
え

る
研
究
が
多
い
。

 
 

一
方
、
日
本
で
は
、
沼
尻
正
隆
は
、
劣
位
に
あ
る
道
家
が
末
流
の
儒
家
を
批

判
す
る
た
め
孔
子
を
取
り
上
げ
た
と
考
え
る
が
、
赤
塚
忠
が
、
『
荘
子
』
は
孔

子
と
顔
回
を
改
宗
さ
せ
、
自
家
の
説
中
の
人
物
と
し
た
、
と
理
解
す
る
こ
と
の

影
響
が
大
き
い

（
７
）

。
『
荘
子
』
物
語
の
登
場
人
物
と
し
て
、
孔
子
を
捉
え
る
の
で

あ
る

（
８
）

。
石
本
裕
之
は
、
こ
う
し
た
孔
子
説
話
を
五
種
に
分
類
し
、
孔
子
を
上

位
・
下
位
、
そ
の
言
葉
を
貶
辞
と
讃
辞
に
分
類
す
る

（
９
）

。
そ
れ
を
二
項
対
立
の
図

式
で
あ
る
と
批
判
す
る
橋
本
敬
司
は
、
物
語
論
の
視
座
か
ら
、
記
号
化
さ
れ
た

孔
子
は
先
秦
の
言
説
空
間
に
お
け
る
言
説
編
制
の
一
つ
の
文
法
で
あ
り
、
孔
子

は
様
々
な
学
派
の
人
々
に
共
有
さ
れ
て
い
た
、
と
主
張
し
て
い
る

（
（1
（

。

　

『
荘
子
』
は
な
ぜ
、
荘
周
よ
り
も
多
く
、
孔
子
の
物
語
を
収
録
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
し
て
、
儒
家
は
、
そ
う
し
た
『
荘
子
』
の
孔
子
物
語
に
い
か
な
る

対
応
を
見
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
物
語
を
利
用
し
た
諸
子
間
の
自
説

応
酬
の
事
例
と
し
て
、
『
荘
子
』
の
孔
子
物
語
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

『荘子』の孔子物語

　
　
　

『
荘
子
』
の
孔
子
物
語

　
　
　
　
　

渡　

邉　
　

義　

浩
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一
、
孔
子
へ
の
批
判

　

『
荘
子
』
の
孔
子
物
語
の
中
に
は
、『
論
語
』
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
『
荘

子
』
で
は
、
楚
に
行
っ
た
孔
子
の
門
を
過
っ
た
狂
接
輿
が
、
次
の
よ
う
に
孔
子

を
批
判
す
る
。

孔
子 

楚
に
適
く
。
楚
の
狂
接
輿
、
其
の
門
に
遊
び
て
曰
く
、「
鳳
よ
鳳
よ
、

何
如
ぞ
徳
の
衰
え
た
る
。
①

来
世
は
待
つ
可
か
ら
ず
、
往
世
は
追
ふ
可
か

ら
ず
。
天
下
に
道
有
れ
ば
、
聖
人
は
成
る
。
天
下
に
道
無
く
ん
ば
、
聖
人

は
生
く
。
今
の
時
に
方あ

た
り
て
は
、
僅
か
に
刑
を
免
れ
ん
の
み
。
福
は
羽

よ
り
も
軽
き
に
、
之
を
載
す
る
を
知
る
こ
と
莫
し
。
禍
は
地
よ
り
も
重
き

に
、
之
を
避
く
る
を
知
る
こ
と
莫
し
。
②

已や

み
な
ん
已
み
な
ん
、
人
に
臨

む
に
徳
を
以
て
す
。
殆
き
か
な
殆
き
か
な
、
地
を
画
し
て
趨
る
。
迷
陽
よ

迷
陽
よ
、
吾
が
行
を
傷
つ
く
る
こ
と
無
か
れ
。
吾
が
行
く
こ
と
却
曲
な
れ

ば
、
吾
が
足
を
傷
つ
く
る
こ
と
無
か
れ

（
（1
（

」
と
。

　

『
荘
子
』
人
間
世
は
、
鳳
に
譬
え
ら
れ
る
孔
子
の
徳
を
衰
え
た
と
し
、
①
未

来
に
待
つ
も
の
も
過
去
に
追
う
も
の
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
②
人
に
「
徳
」

で
臨
み
、
地
に
「
画
」
す
る
、
す
な
わ
ち
秩
序
を
付
け
よ
う
と
奔
走
す
る
こ
と

を
止
め
よ
、
と
説
く
。
『
荘
子
』
の
思
想
に
基
づ
く
孔
子
批
判
で
あ
る
。

 
 

一
方
、
『
論
語
』
は
、
孔
子
と
狂
接
輿
の
物
語
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

楚
の
狂
接
輿
、
歌
ひ
て
孔
子
の
門
を
過
ぐ
。
曰
く
、
「
鳳
よ
鳳
よ
、
何
ぞ

徳
の
衰
へ
た
る
。
①

往
く
者こ

と

は
諌
む
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
来
た
る
者
は
猶

ほ
追
ふ
可
き
な
り
。
已や

み
な
ん
已
み
な
ん
、
今
の
政
に
従
ふ
者
は
殆
し
」と
。

②

孔
子

下
り
て
、
之
と
言
は
ん
と
欲
す
。
趨
り
て
之
を
避
く
。
之
と
言

ふ
を
得
ず

（
（1
（

。

　

『
荘
子
』
人
間
世
が
、
未
来
も
過
去
も
否
定
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
『
論
語
』

は
①
「
来
た
る
者こ

と

は
猶
ほ
追
ふ
可
き
」
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
は
ま
だ
間
に
合
う
、

と
前
向
き
に
狂
接
輿
が
語
る
。
ま
た
、
孔
子
も
②
「
下
り
て
」
狂
接
輿
と
語
ろ

う
と
す
る
。

　

朱
熹
『
論
語
集
注
』
微
子
篇
は
、
「
孔
子
の
車
を
下
り
る
は
、
蓋
し
之
に
告

ぐ
る
に
出
処
の
意
を
以
て
せ
ん
と
欲
す
。
接
輿 

自
ら
以
て
是
と
爲
す
。
故
に

聞
く
を
欲
せ
ず
し
て
之
を
辟さ

く
な
り
（
孔
子
下
車
、
蓋
欲
告
之
以
出
処
之
意
。

接
輿
自
以
爲
是
。
故
不
欲
聞
而
辟
之
）
」と
述
べ
て
、
孔
子
が
車
を
下
り
た
の
は
、

接
輿
に
出
処
進
退
の
考
え
方
を
教
え
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
接
輿
は
自
分

を
正
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
孔
子
の
話
を
聞
く
の
を
望
ま
ず
避
け
た
、
と

説
明
す
る
。
ま
た
、
荻
生
徂
徠
『
論
語
徴
』
微
子
篇
は
、
「
孔
子
の
与
に
之
と

言
は
ん
と
欲
す
る
は
、
亦
た
其
の
佯
狂
た
る
を
知
り
て
与
に
之
と
言
は
ん
と
欲

す
る
な
り
。
接
輿
の
趨
り
て
辟
く
る
は
、
遂
に
其
の
狂
態
な
り
。
遂
に
其
の
狂

態
な
る
所
以
の
者
は
、
人
を
し
て
其
の
佯
狂
を
爲
す
を
覚さ

と

ら
し
む
る
を
欲
せ
ざ

れ
ば
な
り
（
孔
子
之
欲
与
之
言
、
亦
知
其
佯
狂
而
欲
与
之
言
也
。
接
輿
之
趨
而

辟
、
遂
其
狂
態
也
。
所
以
遂
其
狂
態
者
、
不
欲
使
人
覚
其
爲
佯
狂
）
」
と
述
べ

て
、
孔
子
が
接
輿
と
話
そ
う
と
し
た
の
は
、
そ
の
狂
人
の
ふ
り
を
見
抜
い
て
お

り
、
接
輿
が
走
っ
て
避
け
た
の
は
、
狂
人
の
ふ
り
を
悟
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
、
と
解
釈
す
る
。
い
ず
れ
も
、
狂
接
輿
に
対
す
る
孔
子
の
優
位
を
説

く
。
『
論
語
』
の
孔
子
物
語
へ
の
解
釈
が
、
『
荘
子
』
の
物
語
に
よ
る
孔
子
批
判

を
切
り
返
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
よ
う
。

 
 

そ
れ
で
も
『
論
語
』
に
お
い
て
、
孔
子
が
『
荘
子
』
の
思
想
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
他
方
、
『
荘
子
』
は
、

狂
接
輿
の
歌
が
楚
人
で
あ
る
の
に
、
『
詩
経
』
と
同
じ
「
四
言
」
に
整
え
ら
れ

て
い
る
。
『
論
語
』
と
『
荘
子
』
は
、
相
互
に
影
響
関
係
を
持
つ
こ
と
が
窺
え
る
。

日本儒教学会報 九



- 59 -

『荘子』の孔子物語

は
、
道
路
と
し
て
仁
の
教
え
を
拝
借
し
、
仮
り
寝
の
宿
と
し
て
義
の
教
え
に
一

泊
し
な
が
ら
も
、
囚
わ
れ
な
き
自
由
な
逍
遥
の
丘
に
遊
び
、
簡
素
な
生
活
に
甘

ん
ず
る
苟
簡
の
田
か
ら
食
を
得
て
、
根
源
の
道
を
不
貸
の
畑
に
立
ち
続
け
た
。

こ
の
よ
う
な
生
き
方
が
、「
采
真
の
遊
び
」
（
道
の
真
実
を
把
え
る
自
由
な
遊
び
）

で
あ
っ
た
、
と
仁
義
を
批
判
し
て
、
自
ら
の
思
想
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
②

八
つ
の
天
下
を
治
め
る
政
治
の
道
具
は
、
道
を
把
え
た
至
人
で
な
け
れ
ば
、
使

い
こ
な
せ
な
い
。
こ
の
た
め
、「
正
（
天
下
を
治
め
る
政
治
）
と
い
う
も
の
は
（
我

が
身
を
）
正
す
こ
と
な
り
」
と
言
う
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
荘
子
』
は
、
『
史
記
』
な
ど
で
孔
子
が
老
聃
に
道
を
尋
ね
た

と
い
う
設
定

（
（1
（

を
生
か
し
て
、
老
聃
の
口
を
通
じ
て
『
荘
子
』
の
主
張
を
孔
子
に

聞
か
せ
て
い
く
。

 
 

次
の
物
語
は
、
そ
う
し
た
老
聃
の
教
え
に
孔
子
が
納
得
す
る
話
で
あ
る
。

夫
子 

老
聃
に
問
ひ
て
曰
く
、
「
人
有
り
、
①

道
を
治
む
る
こ
と
相

放さ
か

ら

う
が
若
く
、
不
可
を
可
と
し
、
不
然
を
然
と
す
。
辯
者 

言
有
り
て
曰
く
、

「
堅
白
を
離
す
こ
と
宇の

き

に
県か

く
る
が
若
し
」
と
。
是
の
若
く
ん
ば
則
ち
聖

人
と
謂
ふ
可
き
か
」
と
。
老
聃
曰
く
、
「
是
れ
胥
易
技
係
に
し
て
、
形
を

労
し
心
を
怵お

そ

れ
し
む
る
者
な
り
。
執
留
の
狗 

思
ひ
を
成
し
、
猿
狙
の
便 

山
林
よ
り
来
た
る
が
ご
と
し
。
丘
よ
、
予 

若な

ん

ぢ而
の
聞
く
能
は
ざ
る
所
と
、

而な
ん
ぢの

言
ふ
能
は
ざ
る
所
と
を
告
げ
ん
。
凡
そ
首
有
り
趾
有
り
て
、
心
無
く

耳
無
き
者
は
衆
し
。
②

形
有
る
者
の
、
形
無
く
状
無
き
と
与
に
し
て
、
皆 

存
す
る
者
は
尽
く
無
し
。
其
の
動
止
や
、
其
の
死
生
や
、
其
の
廃
起
や
、

此
れ
又 

其
の
以も

ち

ひ
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
治
有
る
は
人
に
在
り
。
③

物

を
忘
れ
、
天
を
忘
る
、
其
の
名
を
己
を
忘
る
と
為
す
。
己
を
忘
る
る
の
人

は
、
是
を
之
れ
天
に
入
る
と
謂
ふ

（
（1
（

」
と
。

　

『
荘
子
』
天
地
で
は
、
孔
子
は
老
聃
に
、
①
道
を
修
め
る
や
り
方
が
、
す
べ

た
だ
、
長
い
編
集
期
間
を
持
つ
『
論
語
』
と
『
荘
子
』
の
物
語
の
前
後
を
確
定

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
こ
で
は
、
『
荘
子
』
が
収
録
す
る
孔
子
物
語
の
中
に
、

孔
子
を
直
接
批
判
す
る
物
語
が
あ
る
こ
と
だ
け
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

次
に
掲
げ
る
物
語
は
、
老
子
の
教
え
を
孔
子
が
聞
く
と
い
う
、
『
史
記
』
巻

六
十
三 

老
子
列
伝
に
も
記
さ
れ
る
設
定
の
も
と
で
、
孔
子
が
老
子
に
「
道
」

を
尋
ね
る
物
語
で
あ
る
。

孔
子 

行
年
五
十
有
一
に
し
て
道
を
聞
か
ず
。
乃
ち
南
の
か
た
沛
に
之ゆ

き
、

老
聃
に
見
ゆ
。
老
聃
曰
く
、
「
子 

来
た
れ
る
か
。
吾 

聞
く
な
ら
く
、
子

は
北
方
の
賢
者
な
り
と
。
子
も
亦
た
道
を
得
た
る
か
」と
。
孔
子
曰
く
、「
未

だ
得
ざ
る
な
り
」
と
。
…
…
（
老
聃
曰
く
）
「
仁
義
は
先
王
の
蘧
廬
な
り
、

止た

だ
以
て
一
宿
す
可
く
し
て
以
て
久
し
く
処
る
可
か
ら
ず
。
覯な

り
て
責
め

多
し
。
①

古
の
至
人
は
、
道
を
仁
に
仮
り
、
宿
を
義
に
託
し
て
、
以
て
逍
遥

の
虚
に
遊
び
、
苟
簡
の
田
に
食
ら
い
、
不
貸
の
圃
に
立
て
り
。
逍
遥
は
無

為
な
り
、
苟
簡
は
養
ひ
易
き
な
り
。
不
貸
は
出
だ
す
無
き
な
り
。
古
者

是
を
采
真
の
遊
び
と
謂
ふ
。
富
を
以
て
是
と
為
す
者
は
、
禄
を
譲
る
能
は

ず
。
顕
を
以
て
是
と
為
す
者
は
、
名
を
譲
る
能
は
ず
。
権
に
親
し
む
者
は
、

人
に
柄
を
与
ふ
る
能
は
ず
。
之
を
操
れ
ば
則
ち
慄
え
、
之
を
舎
つ
れ
ば
則

ち
悲
し
む
。
而
し
て
一
も
鑒
み
る
所
無
く
し
て
、
以
て
其
の
所
を
闚
き
て

休
ま
ざ
る
者
は
、
是
れ
天
の
戮
民
な
り
。
②

怨
・
恩
・
取
・
与
・
諫
・
教
・

生
・
殺
の
八
者
は
、
正
の
器
な
り
。
唯
だ
大
変
に
循
ひ
て
湮ふ

さ

ぐ
所
無
き
者

の
み
、
能
く
之
を
用
ふ
と
為
す
。
故
に
曰
く
、「
正
な
る
者
正
す
こ
と
な
り
」

と
。
其
の
心 

然
ら
ず
と
以
為
ふ
者
に
は
、
天
門 

開
か
ざ
ら
ん

（
（1
（

」
と
。

　

孔
子
が
五
十
一
歳
に
な
っ
て
も
道
に
達
し
な
か
っ
た
と
い
う
、
「
五
十
に
し

て
天
命
を
知
る
（
五
十
而
知
天
命
）
」
（
『
論
語
』
爲
政
篇
）
を
批
判
し
な
が
ら

始
ま
る
文
章
の
中
で
、『
荘
子
』は
老
聃
の
口
を
借
り
て
、
①
「
古
の
至
人
（
聖
人
）
」
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て
世
間
に
逆
ら
う
か
の
よ
う
で
、
世
間
の
不
可
と
し
て
い
る
も
の
が
実
は
可
で

あ
り
、
世
間
の
不
然
と
し
て
い
る
も
の
が
実
は
然
で
あ
る
、と
い
う
も
の
が
「
聖

人
」
で
す
か
、
と
初
期
道
家
の
主
張
の
正
し
さ
を
問
う
。
老
聃
は
、
そ
れ
を
詭

辯
と
見
な
し
、『
荘
子
』
の
「
聖
人
」
像
を
明
示
す
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
②
「
形

無
く
状
無
き
」
と
は
「
道
」
で
あ
り
（
『
老
子
』
第
十
四
章
）
、
そ
れ
と
一
体
に

な
り
、
永
遠
の
生
を
生
き
長
ら
え
ら
れ
る
存
在
は
な
い
、
と
確
認
す
る
。
そ
の

後
、
真
の
聖
人
と
は
、
③
有
形
の
物
を
忘
れ
、
立
ち
返
る
べ
き
天
も
忘
れ
る
も

の
で
、
己
の
存
在
す
ら
忘
れ
果
て
、
巧
ま
ず
し
て
天
に
没
入
で
き
る
、
と
す
る

の
で
あ
る
。

 
 

こ
こ
で
老
聃
が
述
べ
る
「
忘
己
」
は
、
『
荘
子
』
内
篇 

逍
遥
遊
の
「
無
己
」
、

『
荘
子
』
在
宥
の
「
無
己
」
と
同
じ
で
あ
る
。
『
荘
子
』
内
篇 

逍
遥
遊
は
、
「
至

人
は
己
無
く
、
神
人
は
功
無
く
、
聖
人
は
名
無
し
（
至
人
無
己
、
神
人
無
功
、

聖
人
無
名
）
」
と
述
べ
、
自
己
の
無
い
「
至
人
」
（
道
に
到
達
し
た
人
）
を
功
績

の
無
い
「
神
人
」
（
霊
妙
な
能
力
の
人
）
、
名
誉
の
無
い
「
聖
人
」
（
最
高
の
境

地
の
人
）
の
上
に
置
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
語
っ
て
い
る
の
は
老
聃
と
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
主
張
内
容
は
『
荘
子
』
の
理
想
と
し
て
の
「
至
人
」
で
あ
る
。

そ
れ
を
儒
家
の
孔
子
が
、
ま
こ
と
の
「
聖
人
」
と
し
て
受
け
入
れ
る
、
と
い
う

構
図
に
な
っ
て
い
る
物
語
な
の
で
あ
る
。

 
 

こ
の
構
図
の
興
味
深
い
と
こ
ろ
は
、
単
に
孔
子
を
『
荘
子
』
の
主
張
に
屈
伏

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
孔
子
の
口
か
ら
『
老
子
』
の
主
張
を
語
ら
せ
た
後
に
、

そ
れ
を
老
聃
が
否
定
す
る
こ
と
で
、
孔
子
を
批
判
す
る
だ
け
で
は
な
く
、『
老
子
』

を
も
批
判
す
る
点
に
あ
る
。『
淮
南
子
』
以
降
、
老
荘
思
想
と
総
称
さ
れ
る
『
老
子
』

と
『
荘
子
』
が
、
明
確
な
主
張
の
差
異
を
持
つ
こ
と
を
示
す
物
語
な
の
で
あ
る
。

 
 

た
だ
し
、
こ
う
し
た
構
図
は
、
四
十
九
例
あ
る
孔
子
物
語
の
中
で
は
、
多
く

は
な
い
。
多
数
を
占
め
る
も
の
は
、
二
で
挙
げ
る
『
荘
子
』
の
思
想
を
孔
子
自

ら
が
語
る
物
語
で
あ
る
。

　
　
　
　

二
、
『
荘
子
』
の
思
想
を
語
る
孔
子

　

『
荘
子
』
の
主
張
を
孔
子
の
口
か
ら
語
ら
せ
る
物
語
は
多
い
が

（
（1
（

、
儒
家
の
中

心
的
な
思
想
で
あ
る
義
・
孝
・
忠
・
命
を
扱
う
物
語
を
掲
げ
よ
う
。
春
秋
末
期

の
楚
の
王
族
で
、『
春
秋
左
氏
伝
』
定
公
五
年
・
哀
公
四
年
や
『
論
語
』
述
而
篇
・

子
路
篇
に
も
登
場
す
る
葉
公
子
高
が
、
斉
に
使
者
と
な
っ
た
の
で
、
孔
子
に
使

者
と
し
て
心
得
を
尋
ね
た
。
そ
れ
に
対
し
て
孔
子
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
た
と

い
う
物
語
で
あ
る
。

天
下
に
大
戒
は
二
有
り
、
其
の
一
は
命
な
り
、
其
の
一
は
義
な
り
。
①

子

の
親
を
愛
す
る
は
、
命
な
り
。
心
に
解
く
可
か
ら
ず
。
臣
の
君
に
事
ふ
る
は
、

義
な
り
。
適ゆ

き
て
も
君
に
非
ざ
る
は
無
し
。
天
地
の
間
に
逃
が
る
る
所
無

し
。
是
を
之
れ
大
戒
と
謂
ふ
。
②

是
を
以
て
夫か

の
其
の
親
に
事
ふ
る
者
、

地
を
択
ば
ず
し
て
之
に
安
ん
ず
る
は
、
孝
の
至
り
な
り
。
夫
の
其
の
君
に

事
ふ
る
者
、
事
を
択
ば
ず
し
て
之
に
安
ん
ず
る
は
、
忠
の
盛
ん
な
る
な
り
。

③

自
ら
其
の
心
に
事
ふ
る
者
、
哀
楽

前
に
易
施
せ
ず
、
其
の
奈い

か

ん何
と
も

す
可
か
ら
ざ
る
を
知
り
て
、
之
に
安
ん
じ
命
に
若

し
た
が

ふ
は
、
徳
の
至
り
な
り
。

人
の
臣
子
為た

る
者
に
は
、
固も

と

よ
り
已
む
を
得
ざ
る
所
有
り
。
事
の
情
を
行

ひ
て
其
の
身
を
忘
る
。
何
の
暇
あ
り
て
か
生
を
悦
び
て
死
を
悪に

く

む
に
至
ら

ん
。
…
…
且
つ
夫そ

れ
物
に
乗
り
て
以
て
心
を
遊
ば
せ
、
已
む
を
得
ざ
る
に

託
し
て
以
て
中
を
養
え
ば
、
至
れ
り
。
何
を
か
作な

し
て
報
ず
る
こ
と
を
為

さ
ん
や
、
命
を
致
す
を
為
す
に
若し

く
は
莫
し
。
此
れ
其
の
難
き
者
な
り

（
（1
（

。

 
 

孔
子
は
、
こ
の
世
の
「
大
戒
」
と
し
て
、
①
子
と
し
て
親
を
愛
す
る
命
、
臣

下
と
し
て
君
主
に
仕
え
る
義
を
挙
げ
、
前
者
は
心
か
ら
除
き
去
れ
な
い
必
然
の
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解
き
放
っ
て
、
已
む
を
得
ぬ
必
然
に
身
を
委
ね
つ
つ
、
ひ
た
す
ら
内
面
の
心
を

豊
か
に
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
『
荘
子
』
の
主
張
す
る
生
き
方
を
「
至
れ
り
」

と
し
て
、
こ
の
孔
子
物
語
は
終
わ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
荘
子
』
に
収
録
さ
れ
る
孔
子
物
語
に
は
、
孔
子
が
『
荘
子
』

の
主
張
の
代
弁
者
と
な
り
、
儒
教
思
想
よ
り
も
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
『
荘
子
』

の
思
想
を
宣
揚
す
る
も
の
が
あ
る
。
孔
子
の
主
張
を
批
判
す
る
だ
け
で
は
、
単

に
他
派
か
ら
の
攻
撃
と
な
り
、
儒
家
の
受
け
る
打
撃
は
少
な
い
。
孔
子
の
口
を

借
り
て
、
儒
家
思
想
を
肯
定
し
た
後
に
、
さ
ら
な
る
上
の
境
地
と
し
て
『
荘
子
』

の
思
想
を
述
べ
る
こ
と
で
、
儒
家
に
対
す
る
批
判
を
有
効
に
し
て
、
自
ら
の
宣

伝
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
荘
周
よ
り
も
多
く
の
孔
子
の
物
語
を
『
荘
子
』
が

掲
載
し
て
い
る
の
は
、
儒
家
の
思
想
が
周
知
の
も
の
と
な
り
、
優
勢
で
あ
っ
た

戦
国
後
期
以
降
の
社
会
状
況
に
適
応
し
た
書
物
の
作
り
方
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。

　

『
荘
子
』
は
、
さ
ら
に
儒
家
の
道
家
へ
の
転
向
を
狙
う
。
そ
の
た
め
に
、
孔
子

が
老
聃
に
導
か
れ
て
道
家
へ
と
転
向
す
る
物
語
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

孔
子 

老
聃
に
謂
ひ
て
曰
く
、
「
①

丘

詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋
の

六
経
を
治
め
、
自
ら
久
し
く
し
て
、
其
の
故
を
孰
知
す
と
以お

為も

へ
り
。
以

て
奸も

と

む
る
者
七
十
二
君
、
先
王
の
道
を
論
じ
て
、
周
召
の
迹
を
明
ら
か
に

す
る
も
、
一
君
も
鉤
用
す
る
所
無
し
。
甚
だ
し
き
か
な
、
人
の
説
き
難

く
、
道
の
明
ら
か
に
し
難
き
や
」
と
。
老
子
曰
く
、
「
幸
い
な
り
。
子
の

治
世
の
君
に
遇
は
ざ
る
や
。
②

夫
れ
六
経
は
、
先
王
の
陳
跡
な
り
。
豈
に

其
れ
迹
す
る
所
以
な
ら
ん
や
。
今

子
の
言
ふ
所
も
、
猶
ほ
迹
な
り
。
夫

れ
迹
は
履
の
出
だ
す
所
に
し
て
、
迹
は
豈
に
履
な
ら
ん
や
。
夫
れ
白
鶂
の

相 
視
る
や
、
眸
子 

運
ら
ず
し
て
風
化
す
。
蟲 

雄
は
上
風
に
鳴
き
、
雌

は
下
風
に
応
じ
て
風
化
す
。
類
は
自
ら
雌
雄
を
為
す
、
故
に
風
化
す
る
な

命
で
あ
り
、
後
者
は
ど
こ
で
も
君
主
は
い
る
の
で
当
為
の
義
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
は
、
『
論
語
』
微
子
篇
に
、
「
長
幼
の
節
は
、
廃
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
君

臣
の
義
は
、
之
を
如
何
ぞ
其
れ
廃
す
可
け
ん
や
（
長
幼
之
節
、
不
可
廃
也
。
君

臣
之
義
、
如
之
何
其
可
廃
也
）
」
と
あ
る
の
と
同
じ
で
、
孔
安
国
は
、
「
言
ふ
こ

こ
ろ
は
汝
は
父
子 
相 

養
ひ
て
廃
す
可
か
ら
ざ
る
を
知
る
。
反
り
て
君
臣
の
義

を
廃
す
可
け
ん
や
（
言
汝
知
父
子
相
養
不
可
廃
。
反
可
廃
君
臣
之
義
邪
）
」
と

説
明
し
て
い
る
。
儒
家
と
し
て
、
基
本
的
な
主
張
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
『
論
語
』
微
子
篇
の
こ
の
章
は
、
隠
者
の
荷
篠
丈
人
に
子
路
が
、

四
肢
を
働
か
せ
ず
、
五
穀
の
種
ま
き
も
し
な
い
（
よ
う
な
男
に
つ
い
て
）
、
誰

を
先
生
と
い
う
の
か
と
孔
子
を
批
判
さ
れ
、
そ
れ
を
聞
い
た
孔
子
が
子
路
に
老

人
に
告
げ
さ
せ
よ
う
と
し
た
言
葉
の
一
節
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
道
家
に
対
す

る
儒
家
の
反
論
と
考
え
て
よ
い
。

　

そ
の
う
え
で
、
『
荘
子
』
の
孔
子
物
語
は
、
道
家
に
対
す
る
儒
家
の
反
論
の

中
で
②
「
孝
の
至
り
」
「
忠
の
盛
」
と
説
く
行
為
以
上
に
、
さ
ら
に
優
れ
た
も

の
が
あ
る
と
孔
子
自
ら
が
述
べ
る
。
そ
れ
が
③
自
ら
己
の
心
に
仕
え
る
こ
と
で

あ
る
。
親
子
関
係
・
君
臣
関
係
の
中
に
身
を
置
き
つ
つ
、
喜
怒
哀
楽
の
感
情
を

転
変
さ
せ
ず
、
命
と
義
が
人
の
力
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
と
心
得
て
、
心
安

ら
か
に
従
う
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
「
徳
の
至
り
」
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
『
荘
子
』
内
篇 

徳
充
符
に
も
、
「
奈
何
と
も
す
可
か
ら
ざ
る
を
知

り
て
、
之
に
安
ん
じ
命
に
若

し
た
が

ふ
は
、
唯
だ
有
徳
者
の
み
之
を
能
く
す
（
知
不
可

奈
何
而
安
之
若
命
、
惟
有
徳
者
能
之
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
荘
子
』
の
主
張
で

あ
る
。
こ
の
『
物
語
』
で
孔
子
は
、
儒
家
の
尊
重
す
る
「
孝
」
「
忠
」
よ
り
も
、

命
に
従
う
こ
と
を
「
徳
の
至
り
」
と
す
る
『
荘
子
』
の
主
張
の
代
弁
者
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

 
 

そ
し
て
最
後
に
、
世
間
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
上
に
立
ち
、
心
を
伸
び
や
か
に

『荘子』の孔子物語
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り
。
③

性
は
易
ふ
可
か
ら
ず
、
命
は
変
ふ
可
か
ら
ず
、
時
は
止
む
可
か
ら
ず
、

道
は
壅
ぐ
可
か
ら
ず
。
苟
も
其
の
道
を
得
れ
ば
、
自
り
て
可
な
ら
ざ
る
は

無
く
、
焉
を
失
へ
ば
、
自
り
て
可
な
る
は
無
し
」
と
。
孔
子 

出
で
ざ
る

こ
と
三
月
、
復
た
見
え
て
曰
く
、
「
丘 

之
を
得
た
り
。
烏
鵲
は
孺
し
、
魚

は
沫
を
傅
け
、
細
要
な
る
者
は
化
し
、
弟
有
り
て
兄
啼
く
。
④

久
し
き
か
な
、

丘
の
化
と
人
と
為
ら
ざ
り
し
こ
と
。
化
と
人
と
為
ら
ざ
れ
ば
、
安
ん
ぞ
能

く
人
を
化
せ
ん
」
と
。
老
子
曰
く
、
「
可
な
り
。
丘 

之
を
得
た
り

（
（1
（

」
と
。

　

孔
子
は
、
①
「
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋
の
六
経
を
治
」
め
、
「
先
王

の
道
を
論
じ
」
、
周
公
旦
と
召
公
奭
の
治
績
を
七
十
二
君
に
説
明
し
て
き
た
が
、

誰
一
人
用
い
る
こ
と
が
な
い
、
と
老
聃
に
相
談
す
る
。
老
聃
は
、
②
六
経
な
ど

古
の
聖
王
た
ち
が
残
し
た
古
く
さ
い
足
跡
に
過
ぎ
ず
、
聖
王
た
ち
の
生
き
方
や

か
れ
ら
が
抱
い
て
い
た
道
と
は
違
う
、と
一
蹴
す
る
。『
荘
子
』
外
篇 

天
道
に
も
、

「
然
ら
ば
則
ち
君
の
読
む
所
の
者
は
、
古
人
の
糟
魄
な
る
の
み
（
然
則
君
所
読
者
、

古
人
之
糟
魄
已
夫
）
」
と
あ
る
、
『
荘
子
』
の
主
張
で
あ
る
。 

 
 

そ
し
て
、
③
物
の
生
ま
れ
つ
い
た
本
性
は
取
り
換
え
ら
れ
ず
、
与
え
ら
れ
た

天
命
は
改
め
ら
れ
な
い
。
移
り
ゆ
く
時
の
流
れ
は
引
き
止
め
ら
れ
ず
、
万
物
の

中
に
貫
通
す
る
道
は
壅
ぎ
止
め
ら
れ
な
い
、
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

こ
れ
も
、
『
荘
子
』
外
篇 

達
生
に
、
「
生
の
情
に
達
す
る
者
は
、
生
の
以
て
為

す
無
き
所
を
務
め
ず
。
命
の
情
に
達
す
る
者
は
、
知
の
奈
何
と
も
す
る
無
き
所

を
務
め
ず
（
達
生
之
情
者
、
不
務
生
之
所
無
以
為
。
達
命
之
情
者
、
不
務
知
之

所
無
奈
何
）
」
と
あ
る
『
荘
子
』
の
主
張
で
あ
る
。

 
 

老
聃
の
教
え
を
受
け
た
孔
子
は
、
三
ヵ
月
間
も
外
に
出
ず
、
そ
の
教
え
を
考

え
た
。
そ
し
て
④
私
が
万
物
の
こ
の
自
律
的
な
変
化
を
友
と
す
る
、
真
の
生
き

方
に
背
い
て
い
た
の
は
久
し
い
。
万
物
の
自
律
的
な
変
化
を
友
と
せ
ず
に
人
々

を
教
化
で
き
よ
う
か
、
と
述
べ
て
、
老
聃
の
説
く
『
荘
子
』
の
道
を
得
た
と
描

く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
物
語
に
お
い
て
、
孔
子
は
六
経
に
基
づ
く
政
治
を
実
現
す
る
た
め
に
、

君
主
に
遊
説
し
て
歩
く
儒
者
か
ら
、
経
典
を
学
ぶ
意
義
を
老
聃
に
否
定
さ
れ
、

『
荘
子
』
の
「
道
」
と
仲
間
に
な
り
「
気
」
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
を
「
得
た
」
と

す
る
『
荘
子
』
学
派
に
転
向
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

 
 

こ
の
よ
う
に
『
荘
子
』
は
、
孔
子
の
口
を
借
り
て
、
儒
者
に
対
し
て
儒
家
の

思
想
を
捨
て
、『
荘
子
』学
派
に
転
向
す
る
こ
と
ま
で
を
勧
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
『
荘
子
』
の
孔
子
物
語
に
対
し
て
、
儒
家
は
ど
の
よ
う
に
対
抗
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

三
、
儒
家
か
ら
の
反
論

　

『
荘
子
』
に
展
開
さ
れ
る
、
孔
子
の
口
か
ら
老
荘
思
想
へ
の
共
感
を
説
く
物

語
は
、
強
い
影
響
力
を
持
つ
。
こ
の
た
め
儒
家
は
、
そ
れ
へ
の
反
論
を
物
語
に

よ
り
行
っ
た
。
そ
れ
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
は
、
前
漢
の
文
帝
の
博
士
で
、
景

帝
の
時
に
常
山
憲
王
劉
舜
の
太
傅
と
な
っ
た
韓
嬰
の
『
韓
詩
外
伝
』
で
あ
る
。

　

儒
家
の
反
論
の
対
象
と
な
っ
た
、
『
荘
子
』
大
宗
師
に
記
さ
れ
る
孔
子
批
判

か
ら
掲
げ
よ
う
。

 
 

子
桑
戸
・
孟
子
反
・
戸
琴
張
と
い
う
交
遊
関
係
に
あ
る
三
人
の
「
方
外
の
士
」

の
う
ち
、
子
桑
戸
が
死
去
し
た
。
孔
子
が
子
貢
を
弔
問
に
行
か
せ
る
と
、
孟
子

反
と
戸
琴
張
は
、
声
を
あ
わ
せ
て
歌
っ
て
い
た
。
子
貢
が
、
礼
に
反
す
る
、
と

批
判
し
て
も
、
二
人
は
聞
き
入
れ
な
い
。
事
の
次
第
を
報
告
す
る
子
貢
に
、
孔

子
は
、
か
れ
ら
は
「
方
外
の
士
」
で
、
「
方
内
の
士
」
の
子
貢
を
行
か
せ
た
の

は
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
と
謝
る
。
そ
れ
で
は
先
生
は
、
「
内
」
「
外
」
ど
ち
ら

の
世
界
に
属
し
て
い
る
の
か
と
聞
か
れ
た
孔
子
は
、次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。 

日本儒教学会報 九



- 63 -

知
る
。
故
に
②

仁
義
を
興
し
、
勢
利
を
厭い

と

ひ
て
、
以
て
之
を
持
養
す
。
時

に
于
て
周
室
は
微

お
と
ろ

へ
て
、
王
道
は
絶
へ
、
諸
侯
は
力
も
て

政
ま
つ
り
ご
とし

て
、
強

は
弱
を
劫

お
び
や

し
、
衆
は
寡
を
暴

し
ひ
た

ぐ
。
百
姓
は
安
き
こ
と
靡
く
、
之
を
紀
綱
す

る
こ
と
莫
し
。
礼
儀
は
廃
れ
壊
れ
て
、
人
倫
は
理を

さ

ま
ら
ず
。

 
 

是
に
於
て
孔
子
③

東
よ
り
西
よ
り
、
南
よ
り
北
よ
り
し
、
④

匍
匐
し
て

之
を
救
ふ

（
（2
（

。

 
 

韓
嬰
に
よ
れ
ば
、
孔
子
は
聖
人
の
心
を
抱
き
、
道
徳
の
域
に
彷
徨
い
、
さ
ら

に
『
荘
子
』
の
説
く
よ
う
な
①
「
無
形
の
郷
」
に
も
逍
遥
し
た
。
し
か
し
、
無

形
の
郷
（
方
外
の
道
）
そ
の
も
の
に
行
く
こ
と
は
な
く
、
天
理
に
依
拠
し
て
、

人
情
を
観
て
、
②
仁
義
を
興
し
て
、
勢
利
を
退
け
、
仁
義
を
持
ち
養
っ
た
。
周

室
が
衰
え
て
王
道
は
絶
え
、
人
々
に
安
寧
が
な
く
、
礼
儀
は
廃
れ
壊
れ
て
、
人

倫
に
道
理
が
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
た
め
孔
子
は
、
③
東
か
ら

西
か
ら
南
か
ら
北
か
ら
、
④
匍
匐
し
て
人
々
を
救
っ
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

『
韓
詩
外
伝
』
は
、
③
大
雅 

文
王
有
声
、
④
邶
風 

谷
風
と
い
う
『
詩
経
』

を
物
語
に
よ
り
解
釈
し
な
が
ら
、
『
荘
子
』
の
描
く
孔
子
像
を
「
方
外
」
か
ら

救
い
出
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
、
『
荘
子
』
を
受
け
て
、
①
無
形
の
世

界
と
関
わ
る
孔
子
像
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
韓
嬰
の
生
き
た
文
帝
・

景
帝
期
に
は
、
い
ま
だ
黄
老
・
老
荘
思
想
の
影
響
力
が
強
く
、
『
荘
子
』
の
主

張
を
正
面
か
ら
全
否
定
を
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
理
解
し
得
る
た
め
で
あ
る
。

　

す
で
に
別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に

（
（2
（

、
『
韓
詩
外
伝
』
は
、
巻
一
の
冒
頭

第
一
章
か
ら
『
荘
子
』
寓
言
の
曾
子
物
語
を
改
変
し
、
巻
一
の
第
九
章
で
も
『
荘

子
』
譲
王
の
原
憲
物
語
を
改
変
し
て
い
る
。

　

親
が
在
命
の
時
に
は
、
「
三
釜
」
の
薄
給
で
も
仕
え
る
こ
と
が
楽
し
く
、
親

の
亡
き
後
に
は
「
三
千
鍾
」
（
三
釜
の
一
万
倍
）
の
厚
給
で
も
悲
し
い
と
す
る

曾
子
の
「
孝
」
に
つ
い
て
、
『
荘
子
』
は
「
孝
」
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、
利

孔
子
曰
く
、
「
丘
は
、
①

天
の
戮
民
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
吾

汝
と
与
に

之
を
共
に
せ
ん
」と
。
子
貢
曰
く
、「
敢
て
其
の
方
を
問
ふ
」と
。
孔
子
曰
く
、

「
魚
は
水
に
相 

造い
た

り
、
人
は
道
に
相 

造
る
。
水
に
相 

造
る
者
は
、
池
を

穿
ち
て
養
ひ
給た

る
。
道
に
相 

造
る
者
は
、
事
無
く
し
て
生 

定
ま
る
。
故

に
曰
く
、
「
②

魚
は
江
湖
に
相

忘
れ
、
人
は
道
術
に
相

忘
る
」
と
」
と
。

子
貢
曰
く
、
「
敢
て
畸
人
を
問
ふ
」
と
。
曰
く
、
「
③

畸
人
な
る
者
は
、
人

に
畸こ

と

な
り
て
天
に
侔ひ

と

し
。
故
に
曰
く
、
「
天
の
小
人
は
、
人
の
君
子
な
り
。

人
の
君
子
は
、
天
の
小
人
な
り
」
と

（
（1
（

」
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

孔
子
は
、
①
「
天
の
戮
民
（
刑
罰
を
受
け
た
民
）
」
で
あ
る
か
ら
、
方
内
に

留
め
ら
れ
て
い
る
が
、
お
ま
え
と
共
に
方
外
の
道
に
進
み
た
い
、
と
い
う
。
そ

し
て
、
子
貢
が
そ
の
方
法
を
問
う
と
、
孔
子
は
魚
が
豊
か
な
大
川
・
広
湖
の
中

で
、
互
い
を
忘
れ
て
泳
ぎ
回
っ
て
い
る
よ
う
に
、
②
人
も
「
道
術
（
大
い
な
る

道
そ
の
も
の
）
」
の
中
に
溶
け
こ
ん
で
、
互
い
の
存
在
な
ど
「
忘
」
れ
て
ゆ
っ

た
り
と
暮
ら
す
と
よ
い
、
と
い
う
。
さ
ら
に
、
子
貢
が
子
桑
戸
ら
三
人
の
よ
う

な
「
畸
人
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
る
か
と
問
う
と
、
孔
子
は
、
③
「
人

に
畸こ

と

な
り
て
天
に
侔ひ

と

し
」
、
す
な
わ
ち
、
世
間
内
の
人
と
は
異
な
っ
て
、
世
間

外
の
天
に
も
等
し
い
存
在
で
あ
る
、
と
答
え
て
い
る
。

 
 

孔
子
の
口
を
借
り
て
な
さ
れ
る
発
言
は
、
二
で
検
討
し
た
物
語
と
同
じ
よ
う

に
、
い
ず
れ
も
『
荘
子
』
の
思
想
に
基
づ
い
て
お
り
、
こ
の
物
語
の
ま
ま
で
は
、

孔
子
も
子
貢
も
、
「
方
外
」
の
世
界
に
行
く
こ
と
を
理
想
と
し
な
が
ら
、
方
内

の
儒
家
に
や
む
を
得
ず
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

 
 

そ
こ
で
、
韓
嬰
は
、
『
荘
子
』
の
こ
の
物
語
を
受
け
て
、
『
韓
詩
外
伝
』
の
な

か
に
次
の
よ
う
な
物
語
を
描
き
、
孔
子
を
救
い
出
す
。

 
 

孔
子 

聖
人
の
心
を
抱
き
、
道
徳
の
域
に
彷
徨
し
、
①

無
形
の
郷
に
逍

遥
す
。
天
理
に
倚
り
て
、
人
情
を
観
、
終
始
を
明
ら
か
に
し
て
、
得
失
を

『荘子』の孔子物語
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禄
に
心
が
囚
わ
れ
る
罪
の
有
無
と
い
う
基
準
に
よ
り
、
孔
子
に
曾
子
は
利
禄
に

囚
わ
れ
て
い
る
と
判
定
さ
せ
る
（
『
荘
子
』
寓
言
）
。
『
荘
子
』
の
思
想
を
尊
重

し
て
弟
子
の
曾
子
す
ら
批
判
す
る
孔
子
の
物
語
に
よ
り
、
儒
家
を
批
判
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
韓
詩
外
伝
』
は
、
曾
子
が
俸
禄
を
重
視
す

る
の
は
、
親
を
養
う
必
要
が
あ
っ
た
時
だ
け
で
、
親
の
死
後
は
自
分
の
身
を
重

視
し
て
俸
禄
を
軽
視
し
た
と
い
う
物
語
を
提
示
す
る
（
『
韓
詩
外
伝
』
巻
一
）
。

　

ま
た
、
『
荘
子
』
は
、
世
に
顕
れ
て
栄
華
を
求
め
る
儒
者
の
代
表
で
あ
る
子

貢
が
、
同
じ
く
儒
家
で
あ
り
な
が
ら
隠
逸
・
守
貧
の
士
で
あ
る
原
憲
に
批
判
さ

れ
る
物
語
を
掲
げ
、
そ
こ
に
曾
子
が
貧
苦
の
中
で
清
節
を
保
っ
た
と
い
う
物
語

を
加
え
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
人
々
は
、
天
子
も
臣
下
と
で
き
ず
諸
侯
も
友

に
で
き
な
い
と
し
た
上
で
、
志
を
養
う
者
は
身
体
の
安
楽
を
忘
れ
、
身
体
を
安

ら
か
に
保
つ
者
は
物
の
利
益
を
忘
れ
、
道
を
究
め
た
者
は
精
神
を
も
忘
れ
る
、

と
『
荘
子
』
の
「
道
」
を
体
現
す
る
重
要
性
を
孔
子
の
弟
子
た
ち
の
物
語
に
よ

り
説
い
て
い
る
（
『
荘
子
』
譲
王
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
韓
詩
外
伝
』
は
、
身

を
養
う
者
は
家
を
忘
れ
、
志
を
養
う
者
は
身
を
忘
れ
る
。
身
す
ら
愛
さ
な
け
れ

ば
、
だ
れ
が
こ
れ
を
辱
め
ら
れ
よ
う
か
、
と
儒
家
の
士
と
し
て
の
節
義
を
説
く

物
語
で
対
抗
す
る
（
『
韓
詩
外
伝
』
巻
一
）
。

 
 

黄
老
・
老
荘
思
想
の
優
位
な
中
で
、
韓
嬰
に
代
表
さ
れ
る
儒
家
は
、
『
荘
子
』

の
物
語
を
改
変
す
る
こ
と
で
、
孔
子
像
、
そ
し
て
儒
家
思
想
を
守
ろ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
『
荘
子
』
の
儒
家
批
判
に
対
し
て
、
す
べ
て
反
論
に
成
功
し
て

い
る
の
か
、
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
孔
子
の
物
語
で
は
な
い
が
、
『
荘
子
』

の
儒
家
批
判
へ
の
反
論
の
難
し
さ
を
示
す
た
め
に
、
『
韓
詩
外
伝
』
の
『
荘
子
』

へ
の
対
応
を
見
て
い
こ
う
。
『
荘
子
』
天
道
か
ら
掲
げ
て
い
き
た
い
。

桓
公 

書
を
堂
上
に
読
み
、
輪
扁 

輪
を
堂
下
に
斲け

づ

る
。
椎
鑿
を
釈お

き
て
上

り
、
桓
公
に
問
ひ
て
曰
く
、
「
敢
て
問
ふ
に
、
公
の
読
む
所
の
者
は
、
何

の
言
た
る
や
」
と
。
公
曰
く
、
「
聖
人
の
言
な
り
」
と
。
曰
く
、
「
聖
人
は

在
り
や
」
と
。
公
曰
く
、
「
已
に
死
せ
り
」
と
。
曰
く
、
「
①

然
ら
ば
則
ち

君
の
読
む
所
の
者
は
、
古
人
の
糟
魄
の
み
な
る
か
な
」と
。
桓
公
曰
く
、「
寡

人 

書
を
読
む
に
、
輪
人 

安
ん
ぞ
議
す
る
を
得
ん
や
。
説
有
ら
ば
則
ち
可

な
る
も
、
説
無
く
ん
ば
則
ち
死こ

ろ

さ
ん
」
と
。
輪
扁
曰
く
、
「
臣
や
、
臣
の

事
を
以
て
之
を
観
ん
。
輪
を
斲
る
に
、
徐

お
も
む

ろ
な
ら
ば
則
ち
甘
く
し
て
固
か

ら
ず
、
疾す

み

や
か
な
ら
ば
則
ち
苦
に
し
て
入
ら
ず
。
徐
ろ
な
ら
ず
疾
や
か
な

ら
ず
、
之
を
手
に
得
て
心
に
応
ず
。
②

口
に
言
ふ
能
は
ざ
る
も
、
数
有
り

て
其
の
間
に
存
す
。
臣
は
以
て
臣
の
子
に
喩
す
能
は
ず
、
臣
の
子
も
亦
た

之
を
臣
よ
り
受
く
る
能
は
ず
。
是
を
以
て
行
年
七
十
に
し
て
老
い
て
輪
を

斲
る
。
古
の
人
は
其
の
伝
ふ
可
か
ら
ざ
る
も
の
と
与
に
死
せ
り
。
③

然
ら

ば
則
ち
君
の
読
む
所
の
者
は
、
古
人
の
糟
魄
の
み
な
る
か
な

（
（2
（

。

　

『
荘
子
』
は
、
車
大
工
の
扁
に
、
桓
公
が
読
ん
で
い
る
「
聖
人
の
言
」
を
①
「
古

人
の
糟
魄
」
、
す
な
わ
ち
、
古
人
の
精
髄
の
た
だ
の
絞
り
粕
に
過
ぎ
な
い
、
と

批
判
さ
せ
る
。
文
末
③
に
も
う
一
度
①
が
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
こ

の
文
章
の
主
張
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
た
と
え
ば
『
尚
書
』
の
よ
う
な
「
聖

人
の
言
」
を
ま
と
め
た
古
典
の
学
習
に
努
め
る
儒
家
へ
の
批
判
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

 
 

こ
の
主
張
を
分
か
り
易
く
す
る
た
め
に
、
車
大
工
が
削
る
車
輪
の
緩
い
・
き

つ
い
は
、
手
で
覚
え
て
心
に
落
と
し
こ
む
し
か
な
い
。
②
口
で
説
き
明
か
す
こ

と
は
で
き
な
く
と
も
、
「
数
（
わ
ざ
）
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
親
子
で

あ
っ
て
も
口
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
と
い
う
物
語
を
描
く
。
言
葉
で
伝
え
ら
れ
な

い
も
の
が
あ
る
以
上
、
聖
人
の
言
葉
を
伝
え
る
書
物
は
、
た
だ
の
絞
り
粕
で
し

か
な
い
。
こ
う
し
て
根
源
の
「
道
」
は
、「
言
」
や
「
書
」
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
、
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其
の
得
て
伝
ふ
可
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
則
ち
凡
そ
④

伝
ふ
る
所
は
真
に
糟

粕
の
み
。
故
に
⑤

唐
虞
の
法
は
得
て
考
ふ
可
き
な
り
。
其
の
人
心
に
喩
す

は
及
ぶ
可
か
ら
ず
」
と
。

　

詩
に
曰
く
、
「
上
天
の
載
は
、
声
も
無
く
臭
も
無
し
」
と
。
其
れ
孰
れ

か
能
く
之
に
及
ば
ん

（
（2
（

。

　

車
大
工
の
扁
が
、
「
先
聖
の
書
」
を
①
「
此
れ
真
に
先
の
聖
王
の
糟
粕
な
る

の
み
」
と
言
わ
な
い
こ
と
に
は
物
語
が
始
ま
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
は
入
れ
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
『
韓
詩
外
伝
』
は
、
②
規
に
よ
り
円
を
つ
く
り
、

矩
に
よ
り
方
を
つ
く
る
こ
と
は
子
孫
に
伝
え
ら
れ
る
」
と
車
大
工
の
扁
に
言
わ

せ
て
、
規
範
と
な
る
も
の
は
残
せ
る
、
す
な
わ
ち
「
先
聖
の
書
」
が
「
規
」
や

「
矩
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
し
か
し
、
①
を
残
し
た
以
上
、
③
心
に
応

じ
て
体
が
動
く
よ
う
に
、
伝
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
主
張
も
残
さ
ざ

る
を
得
ず
、
④
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
が
糟
粕
で
あ
る
こ
と
は
、
認
め
ざ
る
を
得

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
⑤
唐
虞
の
法
を
書
物
か
ら
考
え
ら
れ
る
と
言
い
な
が
ら
、

人
の
心
に
喩
す
の
は
書
物
で
は
難
し
い
、
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
き
わ
め
て
中

途
半
端
な
反
論
に
終
わ
っ
て
い
る
。

 
 

も
ち
ろ
ん
、
『
韓
詩
外
伝
』
は
、
引
用
す
る
『
詩
経
』
大
雅 

文
王
の
「
上
天

の
載
は
、
声
も
無
く
臭
も
無
し
」
を
説
明
す
る
書
籍
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
で
も

よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
『
礼
記
』
中
庸
篇
で
、
「
子
曰
く
、
「
聲
色

の
以
て
民
を
化
す
る
に
於
け
る
は
末
な
り
。
詩
に
曰
く
、
「
徳
の
輶か

ろ

き
こ
と
毛

の
如
し
」
と
。
毛
は
猶
ほ
倫た

ぐ
ひ

有
り
。
上
天
の
載こ

と

は
、
聲
も
無
く
臭
ひ
も
無
し

（
子
曰
、
聲
色
之
於
以
化
民
末
也
。
詩
曰
、
徳
輶
如
毛
。
毛
猶
有
倫
。
上
天
之

載
、
無
聲
無
臭
至
矣
）
」
と
、
『
詩
経
』
周
頌 

烈
文
に
つ
い
て
、
声
色
に
よ
っ

て
民
草
を
教
化
す
る
こ
と
は
末
の
方
法
で
、
徳
は
毛
の
よ
う
な
軽
さ
で
教
化
を

し
、
天
が
万
物
を
教
化
す
る
に
は
、
声
も
匂
い
も
な
い
、
と
い
う
物
語
用
い
る

と
『
荘
子
』
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

 
 

儒
家
と
し
て
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
経
典
の
学
習
が
無
意
味
に
な
る
の
で
、
反

論
の
必
要
が
あ
る
。
逆
に
道
家
と
し
て
は
、
こ
の
物
語
を
利
用
し
て
、
さ
ら
な

る
主
張
を
展
開
で
き
る
。
ま
ず
、
道
家
の
『
淮
南
子
』
が
こ
の
物
語
を
ど
う
利

用
し
た
の
か
を
検
討
し
よ
う
。
物
語
の
内
容
は
、
細
か
い
相
違
が
あ
る
も
の
の

同
じ
で
あ
る
た
め
省
略
し
て
、
最
後
の
主
張
だ
け
を
掲
げ
よ
う
。

今 

聖
人
の
言
ふ
所
の
者
は
、
亦
た
以
て
其
の
実
を
懐
き
、
窮
し
て
死
す
。

独
り
其
の
糟
粕 

在
る
の
み
。
故
に
老
子
曰
く
、
「
道
の
道
ふ
可
き
は
、
常

な
る
道
に
非
ず
。
名
の
名
づ
く
可
き
は
、
常
な
る
名
に
非
ず

（
（2
（

」
と
。

　

『
淮
南
子
』
は
、
こ
の
よ
う
に
『
荘
子
』
の
物
語
を
継
承
し
て
、
『
老
子
』
第

一
章
の
「
道
の
道
ふ
可
き
は
、
常
な
る
道
に
非
ず
。
名
の
名
づ
く
可
き
は
、
常

な
る
名
に
非
ず
」
と
い
う
有
名
な
文
章
を
説
明
し
て
い
る
。
『
老
子
』
と
『
荘
子
』

を
「
老
荘
思
想
」
と
し
て
同
系
統
と
捉
え
る
『
淮
南
子
』
ら
し
い
物
語
の
展
開

で
あ
る
。
本
来
的
に
は
異
な
る
と
し
て
も
、
思
想
が
近
似
す
る
た
め
物
語
の
転

用
は
易
し
い
。

 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
反
論
を
試
み
る
儒
家
が
『
荘
子
』
の
物
語
を
使
う
の
は
難

し
い
。『
淮
南
子
』
に
比
べ
る
と
、も
と
の
『
荘
子
』
の
物
語
を
か
な
り
直
し
て
、『
韓

詩
外
伝
』
は
、
次
の
よ
う
に
儒
家
の
主
張
に
物
語
を
組
み
込
も
う
と
し
て
い
る
。

 
 

楚
の
成
王 

書
を
殿
上
に
読
む
。
而
し
て
倫
扁 

下
に
在
り
、
作お

き
て
問

ひ
て
曰
く
、「
審し

ら
ず
、
主
君 

読
む
所
は
何
の
書
な
る
や
」と
。
成
王
曰
く
、

「
先
聖
の
書
な
り
」
と
。
倫
扁
曰
く
、
「
①

此
れ
真
に
先
の
聖
王
の
糟
粕
な

る
の
み
。
美
な
る
者
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
成
王
曰
く
、
「
子 

何
を
以
て

之
を
言
ふ
」
と
。
倫
扁
曰
く
、
「
臣
の
輪
を
以
て
之
を
言
ふ
。
夫
れ
②

規

を
以
て
円
を
為
し
、
矩

方
を
爲
す
、
此
れ
其
の
子
孫
に
付
す
可
き
者
な

り
。
若
し
夫
れ
三
木
を
合
し
て
一
と
為
す
は
、③

心
に
応
じ
て
、
体
に
動
き
、

『荘子』の孔子物語
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説
明
方
法
に
は
、
遥
か
に
及
ば
な
い
。
『
韓
詩
外
伝
』
は
、
『
淮
南
子
』
の
『
老

子
』
の
説
明
の
よ
う
に
は
、
き
ち
ん
と
物
語
が
嵌
ま
っ
て
お
ら
ず
、
聖
人
の
書

物
が
古
人
の
糟
魄
で
あ
る
、
と
い
う
儒
家
へ
の
批
判
に
対
し
て
、
対
抗
し
き
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

 
 

物
語
に
は
固
有
の
文
脈
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
物
語
を
借
用
し
て
き
て
反
論

し
、
自
ら
の
思
想
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
儒
家
が
経

書
を
『
韓
詩
外
伝
』
や
『
尚
書
大
伝
』
の
よ
う
な
物
語
だ
け
で
は
解
釈
し
き
れ

ず
、
経
典
に
合
わ
せ
た
訓
詁
に
よ
り
、
そ
の
義
を
解
釈
す
る
注
釈
が
大
勢
を
占

め
て
い
く
一
因
で
あ
ろ
う
。
『
荘
子
』
の
孔
子
物
語
は
、
こ
の
よ
う
に
物
語
に

よ
る
対
抗
と
そ
の
限
界
を
儒
家
に
知
ら
し
め
る
ほ
ど
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

『
荘
子
』
の
孔
子
物
語
の
特
徴
は
、
儒
家
の
祖
で
あ
る
孔
子
を
直
接
批
判
す

る
物
語
は
少
な
く
、
孔
子
の
口
を
借
り
て
、
『
荘
子
』
の
主
張
を
語
ら
せ
る
物

語
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
に
あ
る
。
『
荘
子
』
の
中
で
、
孔
子
物
語
が
荘
周
の

物
語
よ
り
多
い
理
由
は
、
戦
国
末
期
に
隆
盛
し
て
い
た
儒
家
の
思
想
を
孔
子
の

口
を
借
り
て
肯
定
し
、
そ
の
う
え
で
孔
子
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
次
元
の
高
い
思

想
と
し
て
『
荘
子
』
の
主
張
を
語
ら
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

儒
家
へ
の
優
越
性
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
儒
家
の
『
荘
子
』
学
派
へ
の
転
向

も
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。
孔
子
物
語
の
中
に
は
、
経
書
を
学
ぶ
意
義
を
老
聃
に

否
定
さ
れ
、『
荘
子
』
の
「
道
」
と
仲
間
に
な
り
「
気
」
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
を
「
得

た
」
と
す
る
孔
子
も
描
か
れ
、
孔
子
が
『
荘
子
』
学
派
に
転
向
し
た
、
と
の
主

張
も
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
 

こ
う
し
た
『
荘
子
』
の
自
派
へ
の
攻
撃
に
対
し
て
、
儒
家
は
物
語
を
改
変
し

て
自
己
の
主
張
を
防
衛
す
る
。
『
荀
子
』
に
物
語
が
多
く
、『
韓
詩
外
伝
』
が
『
荘

子
』
の
曾
子
物
語
を
改
変
す
る
物
語
を
巻
頭
に
置
く
こ
と
は
、こ
う
し
た
『
荘
子
』

の
孔
子
物
語
へ
の
対
抗
が
急
務
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
た
だ
し
、
反
論
は
成

功
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
儒
家
に
物
語
に
よ
る
対
抗
と
そ
の
限
界
を
知
ら
し

め
る
ほ
ど
、『
荘
子
』
の
孔
子
物
語
は
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
注

（
１
）　

池
田
知
久
（
全
訳
注
）『
荘
子
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
七
年
）
。
な
お
、『
荘
子
』

の
成
立
に
つ
い
て
は
、
池
田
知
久
『
道
家
思
想
の
新
研
究
─
『
荘
子
』
を
中
心
と
し
て
』

（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
、
津
田
左
右
吉
『
道
家
思
想
と
其
の
開
展
』（
東
洋
文
庫
、

一
九
二
七
年
、
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
十
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
に
改

題
の
う
え
所
収
）
も
参
照
。

（
２
）　

方
勇
『
荘
子
詮
評
』
（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
八
年
）
、『
荘
子
学
史
』
（
人
民
出
版
社
、

二
〇
一
七
年
）
。

（
３
）　

李
振
綱
「
《
荘
子
》
文
本
対
孔
子
的
双
重
借
用
」
（
『
中
共
寧
波
市
委
党
校
学
報
』

三
六
、
二
〇
一
四
年
）
は
、
多
面
的
な
孔
子
像
は
儒
家
を
批
判
す
る
反
面
教
材
で
あ

る
、
と
す
る
。
楊
笑
菡
「
《
荘
子
》
内
篇
中
的
儒
者
形
象
」
（
『
濮
陽
職
業
技
術
学
院

学
報
』
二
七
─
二
、
二
〇
一
四
年
）
は
、
『
荘
子
』
に
描
か
れ
る
孔
子
は
、
儒
家
を

批
判
し
道
家
を
宣
揚
す
る
た
め
に
描
か
れ
た
、
と
す
る
。
一
方
、
秦
瑞
「
論
《
荘
子
・

内
篇
》
中
的
孔
子
」（
『
語
文
学
刊
』
二
〇
〇
八
─
一
一
、
二
〇
一
八
年
）
は
、『
荘
子
』

が
孔
子
を
批
判
し
た
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

（
４
）　

楊
儒
賓
『
儒
門
内
的
荘
子
』（
聨
経
出
版
事
業
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
一
六
年
）
は
、

孔
子
を
『
荘
子
』
内
篇
の
典
範
と
な
る
人
物
で
あ
る
と
し
、
孔
子
へ
の
老
荘
思
想

の
影
響
を
重
視
す
る
。
鄭
雯
瀟
「
論
《
荘
子
》
内
篇
中
的
孔
子
形
象
」（
『
文
化
集
萃
』

二
〇
二
四
─
二
三
、
二
〇
二
四
年
）
は
、
『
荘
子
』
の
孔
子
像
を
孔
子
賛
美
で
あ
る
、
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（
９
）　

石
本
裕
之
「
『
荘
子
』
の
中
の
孔
子
説
話
の
類
型
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
哲

学
』
一
九
、
一
九
九
〇
年
）
、
石
本
裕
之
『
『
荘
子
』
の
中
の
孔
子
』
（
響
文
社
、

二
〇
〇
五
年
）
も
参
照
。
ま
た
、
邵
漢
明
「
論
《
荘
子
》
中
的
孔
子
」（
『
中
国
哲
学
史
』

二
〇
〇
九
─
四
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
孔
子
の
形
象
を
四
種
に
区
分
し
て
い
る
。

（
10
）　

橋
本
敬
司
「
『
荘
子
』
の
孔
子
寓
言
研
究
─
物
語
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
（
『
広
島
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
六
七
特
輯
号
、
二
〇
〇
七
年
）
、「
記
号
化
さ
れ
る
孔
子
」

（
『
哲
学
』
五
八
、
二
〇
〇
六
年
）
、
『
人
間
性
と
は
何
か
─
中
国
思
想
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
の
第
五
章
「
荘
子
論
」
も
参
照
。

（
11
）　

孔
子
適
楚
。
楚
狂
接
輿
、
遊
其
門
曰
、
鳳
兮
鳳
兮
、
何
如
徳
之
衰
也
。
①

来
世
不

可
待
、
往
世
不
可
追
也
。
天
下
有
道
、
聖
人
成
焉
。
天
下
無
道
、
聖
人
生
焉
。
方

今
之
時
、
僅
免
刑
焉
。
福
軽
乎
羽
、
莫
之
知
載
。
禍
重
乎
地
、
莫
之
知
避
。
②

已
乎

已
乎
、
臨
人
以
徳
。
殆
乎
殆
乎
、
画
地
而
趨
。
迷
陽
迷
陽
、
無
傷
吾
行
。
吾
行
却
曲
、

無
傷
吾
足
（
『
荘
子
』
内
篇 

人
間
世
）
。

（
12
）　

楚
狂
接
輿
、
歌
而
過
孔
子
之
門
。
曰
、
鳳
兮
鳳
兮
、
何
徳
之
衰
也
。
①

往
者
不
可

諌
也
。
来
者
猶
可
追
也
。
已
而
已
而
、
今
之
従
政
者
殆
而
。
②

孔
子
下
、
欲
与
之
言
。

趨
而
避
之
。
不
得
与
之
言
（
『
論
語
』
微
子
篇
）
。

（
13
）　

孔
子
行
年
五
十
有
一
而
不
聞
道
。
乃
南
之
沛
、
見
老
聃
。
老
聃
曰
、
子
来
乎
。
吾
聞
、

子
北
方
之
賢
者
也
。
子
亦
得
道
乎
。
孔
子
曰
、
未
得
也
。
…
…
（
老
聃
曰
）
仁
義

先
王
之
蘧
廬
也
、
止
可
以
一
宿
而
不
可
以
久
処
。
覯
而
多
責
。
①

古
之
至
人
、
仮

道
於
仁
、
託
宿
於
義
、
以
遊
逍
遥
之
虚
、
食
於
苟
簡
之
田
、
立
於
不
貸
之
圃
。
逍

遥
無
為
也
。
苟
簡
易
養
也
。
不
貸
無
出
也
。
古
者
謂
是
采
真
之
遊
。
以
富
為
是
者
、

不
能
譲
禄
。
以
顕
為
是
者
、
不
能
譲
名
。
親
権
者
、
不
能
与
人
柄
。
操
之
則
慄
、

舎
之
則
悲
。
而
一
無
所
鑒
、
以
闚
其
所
不
休
者
、
是
天
之
戮
民
也
。
②

怨
・
恩
・
取
・
与
・

諫
・
教
・
生
・
殺
八
者
、
正
之
器
也
。
唯
循
大
変
無
所
湮
者
、
為
能
用
之
。
故
曰
、

正
者
正
也
。
其
心
以
為
不
然
者
、
天
門
弗
開
矣
（
『
荘
子
』
外
篇 

天
運
）
。

（
14
）　

孔
子
が
老
聃
の
教
え
を
受
け
た
話
は
、
現
行
の
文
献
で
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
当
染

篇
に
、
「
孔
子
學
於
老
聃
・
孟
蘇
夔
・
靖
叔
」
と
あ
る
こ
と
を
初
出
と
す
る
ほ
か
、

と
い
う
。
崔
樹
芝
「
《
荘
子
》
内
篇
孔
子
形
象
弁
析
」
（
『
孔
子
研
究
』
二
〇
二
四
─

四
、
二
〇
二
四
年
）
は
、
『
荘
子
』
内
篇
の
孔
子
賛
美
は
、
荘
子
が
儒
門
に
属
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
儒
家
と
道
家
の
影
響
関
係
を
示
す
、
と
い
う
。
洪
迪
「
《
荘
子
》

中
的
孔
子
」（
『
台
州
学
院
学
報
』
四
一
─
五
、
二
〇
一
九
年
）
、
胡
穎
佳
「
従
《
荘
子
》

内
篇
看
荘
子
眼
中
的
孔
子
形
象
」
（
『
西
南
農
業
大
学
学
報
』
社
会
科
学
版
九
─
八
、

二
〇
一
一
年
）
、
李
琴
・
朱
倩
「
《
荘
子
》
中
的
孔
子
形
象
及
其
意
義
」
（
『
安
康
学

院
学
報
』
二
二
─
五
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
も
参
照
。

（
５
）　

張
俊
梅
「
論
荘
子
眼
中
的
孔
子
形
象
」
（
『
山
西
煤
炭
管
理
幹
部
学
院
学
報
』

二
六
─
二
、
二
〇
一
三
年
）
は
、
『
荘
子
』
の
篇
ご
と
の
編
纂
時
期
の
違
い
が
孔
子

像
を
多
面
的
に
し
た
、
と
い
い
、
唐
萌
「
《
荘
子
》
中
的
多
面
孔
子
」
（
『
読
書
』

二
〇
二
一
─
六
、
二
〇
一
六
年
）
は
、
『
荘
子
』
の
多
面
的
な
孔
子
像
を
『
荘
子
』

の
成
立
過
程
の
複
雑
さ
に
求
め
て
い
る
。

（
６
）　

黄
浩
然
「
《
荘
子
》
中
的
孔
子
形
象
与
道
儒
之
争
」
（
『
中
国
文
学
研
究
』

二
〇
一
五
─
三
、
二
〇
一
五
年
）
は
、
矛
盾
し
た
孔
子
像
に
儒
家
と
道
家
の
学
説

の
論
争
を
設
定
し
、
馬
天
良
「
浅
析
《
荘
子
》
中
的
孔
子
形
象
」
（
『
絲
綢
之
路
』

三
四
九
、
二
〇
一
七
年
）
は
、
多
面
的
な
孔
子
像
を
『
荘
子
』
の
矛
盾
性
の
表
現
で

あ
る
、と
す
る
。
呉
小
洪
「
《
荘
子
》
寓
言
中
的
孔
子
形
象
探
析
」（
『
菏
沢
学
院
学
報
』

三
二
─
三
、
二
〇
一
〇
年
）
も
参
照
。

（
７
）　

沼
尻
正
隆
「
「
荘
子
」
に
見
え
る
孔
子
説
話
」（
『
漢
学
研
究
』
四
、
一
九
六
六
年
）
、

赤
塚
忠
『
荘
子
』
集
英
社 

全
釈
漢
文
大
系
、
一
九
七
四
年
）
。
ま
た
、
山
室
三
良
「
孔

子
と
老
荘
─
孔
子
学
派
と
老
荘 

第
一
部
」（
『
哲
学
年
報
』
二
二
、
一
九
六
〇
年
）
は
、

儒
家
と
道
家
の
「
柔
」
の
相
互
作
用
を
論
ず
る
。

（
８
）　

町
田
三
郎
「
荘
子
に
お
け
る
思
想
と
文
学
」（
『
東
方
学
』
三
五
、
一
九
六
八
年
）
は
、

『
荘
子
』
の
説
話
に
見
ら
れ
る
文
学
性
を
高
く
評
価
す
る
。
張
家
国
「
《
荘
子
》
双

重
文
本
建
構
下
的
孔
子
形
象
考
論
」
（
『
懐
化
学
院
学
報
』
三
八
─
一
二
、
二
〇
一
九

年
）
は
、
孔
子
の
形
象
を
『
荘
子
』
の
虚
構
と
理
解
す
る
。
ま
た
、
黒
田
秀
教
「
諸

子
百
家
の
語
る
孔
子
─
『
荘
子
』
」
（
『
懐
徳
』
八
九
、
二
〇
二
一
年
）
も
参
照

『荘子』の孔子物語
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多
く
の
書
物
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

夫
子
問
於
老
聃
曰
、
有
人
、
①

治
道
若
相
放
、
可
不
可
、
然
不
然
。
辯
者
有
言
曰
、

離
堅
白
若
県
宇
。
若
是
則
可
謂
聖
人
乎
。
老
聃
曰
、
是
胥
易
技
係
、
労
形
怵
心
者
也
。

執
留
之
狗
成
思
、
猿
狙
之
便
自
山
林
来
。
丘
、
予
告
若
而
所
不
能
聞
、
与
而
所
不
能
言
。

凡
有
首
有
趾
、
無
心
無
耳
者
衆
。
②

有
形
者
、
與
無
形
無
状
、
而
皆
存
者
盡
無
。
其

動
止
也
、
其
死
生
也
、
其
廢
起
也
、
此
又
非
其
所
以
也
。
有
治
在
人
。
③

忘
乎
物
、

忘
乎
天
、
其
名
為
忘
己
。
忘
己
之
人
、
是
之
謂
入
於
天
（
『
荘
子
』
外
篇 

天
地
）
。

（
16
）　

許
彤
「
〝
名
〟
与
〝
言
〟
的
困
境
与
突
破
─
試
論
《
荘
子
》
中
的
孔
子
形
象
」（
『
商

丘
師
範
学
院
学
報
』
三
三
─
一
、
二
〇
一
七
年
）
は
、
孔
子
の
口
を
借
り
て
儒
家
を

攻
撃
す
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
、
と
分
析
し
て
い
る
。

（
17
）　

天
下
有
大
戒
二
、
其
一
命
也
、
其
一
義
也
。
①

子
之
愛
親
、
命
也
。
不
可
解
於
心
。

臣
之
事
君
、
義
也
。
無
適
而
非
君
也
。
無
所
逃
於
天
地
之
間
。
是
之
謂
大
戒
。
②

是

以
夫
事
其
親
者
、
不
択
地
而
安
之
、
孝
之
至
也
。
夫
事
其
君
者
、
不
択
事
而
安
之
、

忠
之
盛
也
。
③

自
事
其
心
者
、
哀
楽
不
易
施
乎
前
、
知
其
不
可
奈
何
、
而
安
之
若
命
、

徳
之
至
也
。
為
人
臣
子
者
、
固
有
所
不
得
已
、
行
事
之
情
而
忘
其
身
。
何
暇
至
於

悦
生
而
悪
死
。
…
…
且
夫
乗
物
以
遊
心
、
託
不
得
已
以
養
中
、
至
矣
。
何
作
為
報
也
、

莫
若
為
致
命
。
此
其
難
者
（
『
荘
子
』
内
篇 

人
間
世
）
。

（
18
）　

孔
子
謂
老
聃
曰
、
①

丘
治
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋
六
経
、
自
以
為
久
矣
、

孰
知
其
故
矣
。
以
奸
者
七
十
二
君
、
論
先
王
之
道
、
而
明
周
・
召
之
跡
、
一
君
無

所
鉤
用
。
甚
矣
夫
、
人
之
難
説
也
、
道
之
難
明
邪
。
老
子
曰
、
幸
矣
。
子
之
不
遇

治
世
之
君
也
。
②

夫
六
経
、
先
王
之
陳
跡
也
。
豈
其
所
以
迹
哉
。
今
子
之
所
言
、
猶

迹
也
。
夫
迹
、
履
之
所
出
、
而
迹
豈
履
哉
。
夫
白
鶂
之
相
視
、
眸
子
不
運
而
風
化
。

蟲
雄
鳴
於
上
風
、
雌
應
於
下
風
而
風
化
。
類
自
為
雌
雄
、
故
風
化
。
③

性
不
可
易
、

命
不
可
変
、
時
不
可
止
、
道
不
可
壅
。
苟
得
其
道
、
無
自
而
不
可
。
失
焉
者
、
無

自
而
可
。
孔
子
不
出
三
月
、
復
見
曰
、
丘
得
之
矣
。
烏
鵲
孺
、
魚
傅
沫
、
細
要
者
化
、

有
弟
而
兄
啼
。
④

久
矣
夫
、
丘
不
与
化
為
人
。
不
与
化
為
人
、
安
能
化
人
。
老
子
曰
、

可
。
丘
得
之
矣
（
『
荘
子
』
外
篇 

天
運
）
。

（
19
）　

孔
子
曰
、
丘
、
①

天
之
戮
民
也
。
雖
然
、
吾
与
汝
共
之
。
子
貢
曰
、
敢
問
其
方
。

孔
子
曰
、
魚
相
造
乎
水
、
人
相
造
乎
道
。
相
造
乎
水
者
、
穿
池
而
養
給
。
相
造
乎
道
者
、

無
事
而
生
定
。
故
曰
、
②

魚
相
忘
乎
江
湖
、
人
相
忘
乎
道
術
。
子
貢
曰
、
敢
問
畸
人
。

曰
、
③

畸
人
者
、
畸
於
人
而
侔
於
天
。
故
曰
、
天
之
小
人
、
人
之
君
子
。
人
之
君
子
、

天
之
小
人
也
（
『
荘
子
』
内
篇 

大
宗
師
）
。

（
20
）　

孔
子
抱
聖
人
之
心
、
彷
徨
乎
道
徳
之
域
、①

逍
遥
乎
無
形
之
郷
。
倚
天
理
、
観
人
情
、

明
終
始
、
知
得
失
。
故
②

興
仁
義
、
厭
勢
利
、
以
持
養
之
。
于
時
周
室
微
、
王
道
絶
、

諸
侯
力
政
、
強
劫
弱
、
衆
暴
寡
。
百
姓
靡
安
、
莫
之
紀
綱
。
礼
儀
廃
壊
、
人
倫
不
理
。

於
是
孔
子
③

自
東
自
西
、
自
南
自
北
、
④

匍
匐
救
之
（
『
韓
詩
外
伝
』
卷
五
）
。

（
21
）　

渡
邉
義
浩
「
韓
嬰
と
韓
詩
外
伝
」（
『
中
国
文
化
─
研
究
と
教
育
』
八
二
、
二
〇
二
四

年
）
。

（
22
）　

桓
公
読
書
於
堂
上
、
輪
扁
斲
輪
於
堂
下
。
釈
椎
鑿
而
上
、
問
桓
公
曰
、
敢
問
、

公
之
所
読
者
、
何
言
邪
。
公
曰
、
聖
人
之
言
也
。
曰
、
聖
人
在
乎
。
公
曰
、
已
死
矣
。
曰
、

①

然
則
君
之
所
読
者
、
古
人
之
糟
魄
已
夫
。
桓
公
曰
、
寡
人
読
書
、
輪
人
安
得
議
乎
。

有
説
則
可
、
無
説
則
死
。
輪
扁
曰
、
臣
也
、
以
臣
之
事
観
之
。
斲
輪
、
徐
則
甘
而
不
固
、

疾
則
苦
而
不
入
。
不
徐
不
疾
、
得
之
於
手
而
応
於
心
。
②

口
不
能
言
、
有
数
存
焉
於

其
間
。
臣
不
能
以
喩
臣
之
子
、
臣
之
子
亦
不
能
受
之
於
臣
。
是
以
行
年
七
十
而
老

斲
輪
。
古
之
人
与
其
不
可
伝
也
死
矣
。
③

然
則
君
之
所
読
者
、
古
人
之
糟
魄
已
夫
（
『
荘

子
』
天
道
篇
）
。

（
23
）　

今
聖
人
之
所
言
者
、
亦
以
懐
其
実
、
窮
而
死
。
独
其
糟
粕
在
耳
。
故
老
子
曰
、

道
可
道
、
非
常
道
。
名
可
名
、
非
常
名
（
『
淮
南
子
』
道
応
訓
篇
）
。

（
24
）　

楚
成
王
読
書
於
殿
上
。
而
倫
扁
在
下
、
作
而
問
曰
、
不
審
、
主
君
所
読
何
書
也
。

成
王
曰
、
先
聖
之
書
。
倫
扁
曰
、
①

此
真
先
聖
王
之
糟
粕
耳
。
非
美
者
也
。
成
王
曰
、

子
何
以
言
之
。
倫
扁
曰
、
以
臣
輪
言
之
。
夫
②

以
規
為
円
、
矩
為
方
、
此
其
可
付
乎

子
孫
者
也
。
若
夫
合
三
木
而
為
一
、
③

応
乎
心
、
動
乎
体
、
其
不
可
得
而
伝
者
也
。

則
凡
④

所
伝
真
糟
粕
耳
。
故
⑤

唐
虞
之
法
可
得
而
考
也
。
其
喩
人
心
不
可
及
矣
。
詩
曰
、

上
天
之
載
、
無
声
無
臭
。
其
孰
能
及
之
（
『
韓
詩
外
伝
』
卷
五
）
。
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